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こ
れ
か
ら
梅
雨
期
を
控
え
、
台
風
や
長
雨
に
よ
る
浸
水
、
土
砂
災
害
等
が
心
配
さ

れ
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
地
震
、
竜
巻
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
「
い
つ
、
ど
こ
で
」
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
大
切
な
こ
と
は
、
災
害
が
起
こ
り
そ
う
な
場
所
か
ら

早
め
に
避
難
す
る
こ
と
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
避
難
場
所
と
避
難
経
路
を
確
認

し
て
お
き
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
防
災
気
象
情
報
に
普
段
か

ら
耳
を
傾
け
る
習
慣
を
つ
け
、
危
険
を
感
じ
た
り
、
避
難
指
示
等
が
あ
っ
た
と
き
は
、

貴
重
品
や
非
常
持
ち
出
し
品
を
持
っ
て
安
全
な
場
所
へ
避
難
で
き
る
よ
う
、
緊
急
の

場
合
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
避
難
す
る
と
き
は
単
独
で
の
行
動
は
な
る
べ
く
避
け
、
と
な
り
近
所
の
人

と
協
力
し
な
が
ら
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
「
災
害
時
要
援
護
者
」
に
つ
い
て
も
、
と
な

り
近
所
で
協
力
し
合
っ
て
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

特 集

災害に備え

早めに避難しましょう

○関係者の直接口頭・拡声器・鐘による伝達
○サイレンによる伝達

○広報車（消防車）による伝達
○有線放送・電話・特使等による伝達
○携帯電話などのメールによる災害情報の配信
　http：//www.okuchi.kagosima.jp/mobile/

６秒吹鳴６秒吹鳴

５秒休止 ５秒休止

５秒休止 ５秒休止

１分吹鳴 １分吹鳴

（くりかえし）

「火災の場合」

「避難勧告の場合」

避難勧告等の伝達方法

「平成 18 年県北部豪雨災害」

から５年。災害はいつ起こる

かわかりません。一人ひとり

の備えが大切です。
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集
中
豪
雨

土
砂
災
害

土
砂
災
害

水防団待機水位

｝
｝
｝
｝
｝

はん濫注意水位
避難行動の準備を行
う目安となる水位で
す。

避難判断水位
避難行動を行う目安
となる水位です。

はん濫危険水位
堤防の決壊など重大
な災害発生の恐れが
ある水位です。

避難を完了しておかなけ
ればなりません。

自治体及び住民は、新た
にはん濫が及ぶ区域で避
難の判断が必要です。

住民は、避難を判断する
段階です。

住民は、はん濫に関する
情報に注意が必要です。

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

はん濫の発生

堤　防

５

３
︵
警
戒
︶

４
︵
危
険
︶

２
︵
注
意
︶

１

レベル５

　
雨
が
１
時
間
に
20
ミ
リ
以
上
降

っ
た
り
、
降
り
始
め
か
ら
の
雨
量

が
１
０
０
ミ
リ
を
超
え
た
り
し
た

と
き
は
危
険
信
号
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
家
の
周
辺
の
山
や
が
け
に

危
険
な
前
兆
現
象
が
な
い
か
確
認

し
、
災
害
発
生
の
お
そ
れ
を
感
じ

た
ら
、
早
め
に
安
全
な
場
所
へ
移

動
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
土
砂
災

害
は
、
雨
が
降
り
止
ん
だ
後
で
も

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
土
砂
災
害
に
は
、
次
の
よ
う
な

前
ぶ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

︿
が
け
崩
れ
の
前
兆
﹀

　
○
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る
。

　
○
が
け
に
亀
裂
が
入
る
。

　
○
小
石
が
落
ち
て
く
る
。

　
○
が
け
か
ら
音
が
す
る
。

︿
土
石
流
の
前
兆
﹀

　
○
山
鳴
り
が
す
る
。

　
○
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に

　
　
川
の
水
位
が
下
が
る
。

　
○
川
が
濁
っ
た
り
、
流
木
が
流

　
　
れ
る
。

︿
地
す
べ
り
の
前
兆
﹀

　
○
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

　
○
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る
。

　
○
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す
。

　
○
建
物
や
電
柱
、
樹
木
が
傾
く
。

水位に応じた

危険度レベル

　高齢者や乳幼児、傷病者など「災害時要援護者」は、避難情報が出てか
らでは避難行動が間に合わないこともあります。また、一人暮らしの高齢
者に対しては避難情報が伝わりにくいという問題もあります。市役所など
からの避難の呼びかけがなくても、危険を感じたときは、となり近所で声
をかけ合い協力しながら災害時要援護者を避難所へ誘導しましょう。

　
集
中
豪
雨
は
、
短
時
間
の
う
ち
に
狭
い
地
域
に
集
中
し
て

降
る
豪
雨
の
こ
と
で
、
梅
雨
の
終
わ
り
に
よ
く
起
こ
り
ま
す
。

狭
い
地
域
で
突
発
的
に
降
る
た
め
予
測
は
困
難
で
す
。
気
象

情
報
（
雨
量
）
な
ど
に
注
意
し
て
自
主
的
な
避
難
を
心
が
け
、

ま
た
、
市
役
所
か
ら
の
避
難
勧
告
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避難は早めに

伊佐市災害情報メール

　市では、地震や台風・災害発生などの緊急
情報を市民の皆さまにいち早くお知らせする
ために、『伊佐市災害情報メール』を配信し
ています。メールを受信するためにはあらか
じめ登録が必要となりますので、携帯電話か
らの次の要領でご登録ください。

※メール受信・拒否設定をされている人は、
　登録する前に okuchi.kagosima.jp とい
　うドメインを受信可能にしてくだい。

ＱＲコード →

④  登録後、入力したメールアドレスに「登録完
　  了メール」が届き、登録が完了します。

②  会員登録をクリックしてくだい。

③  メールアドレス登録欄へメールアドレスを入
　  力し、登録ボタンをクリックしてください。

①  携帯電話から次のＵＲＬに接続してください。
　  http://www.okuchi.kagosima.jp/mobile/

登録してください
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地
域
で
の
防
災
活
動
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

　
大
規
模
な
災
害
の
場
合
に
は
、

防
災
関
係
機
関
に
よ
る
活
動
が
困

難
に
な
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
連
帯
意
識
を
持
ち
、

自
主
的
な
防
災
活
動
を
行
な
う
こ

と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
地
域
ご

と
に
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
積

極
的
に
進
め
、
日
ご
ろ
か
ら
訓
練

な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　　　
今
年
は
、「
伊
佐
市
防
災
訓
練

の
日
」
を
７
月
３
日
（
日
）
に
設

定
し
ま
し
た
。
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
や
自
治
会
等
の
皆
さ
ん
が
、

地
域
に
あ
っ
た
防
災
訓
練
を
行
な

っ
て
い
た
だ
き
、
防
災
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
、
災
害
時
に
備
え
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

災害に備え 早めに避難しましょう

１

2

3

避
難
準
備
情
報

　
災
害
の
発
生
の
危
険
が
非
常
に
高

く
、
す
ぐ
に
避
難
を
し
て
も
ら
う
と

き
に
発
表
す
る
情
報
。

　
災
害
の
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
一
刻
も
早
い
避
難
が
必

要
で
す
。
関
連
機
関
の
指
示
に
従
っ

て
、
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

皆
さ
ん
に
避
難
を
始
め
て
も
ら
う
と

き
に
発
表
す
る
情
報
。

　
準
備
し
た
持
ち
出
し
品
を
も
ち
、

指
定
さ
れ
た
避
難
所
、
安
全
な
場
所

へ
速
や
か
に
避
難
を
開
始
し
て
く
だ

さ
い
。
避
難
の
際
は
、
崖
崩
れ
や
浸

水
箇
所
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
勧
告

　﹁
災
害
時
要
援
護
者
﹂
で
、
避
難

に
時
間
を
要
す
る
人
に
避
難
を
始
め

て
も
ら
う
と
き
に
発
表
す
る
情
報
。

　
ガ
ス
な
ど
の
火

元
を
消
し
、
非
常

持
ち
出
し
品
を
準

備
す
る
な
ど
避
難

の
準
備
を
整
え
、
早
め
の
支
援
が
必

要
な
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
体
の
不
自

由
な
人
な
ど
の
避
難
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
。

避
難
情
報
の

種 

類
地区名 避難場所 電話番号

  市内全域  大口元気こころ館（福祉避難所） � 2361

  大口

 大口ふれあいセンター � 1613
 大口小学校 � 0349
 大口生活改善センター � 8413
 元町青少年会館

  大口東  大口東青少年センター � 0263
  牛尾  牛尾小学校 � 0264

  山野
 山野基幹集落センター � 0407
 十曽フレンドハウス

  山野西  山野西小学校 � 3451
  平出水  平出水「いなほ館」

  羽月
 羽月地区公民館 � 0355
 大口南中学校 � 2125

  羽月北  羽月北小学校 � 3114
  羽月西  羽月西青少年センター � 2111

  曽木
 曽木小学校 � 1152
 西太良地区コミュニティセンター � 1121

  針持  針持青少年センター � 1140
  布計  布計地区多目的集会施設
  川北・前目・川南  菱刈中学校 � 0047

  下手・前目・徳辺
 菱刈小学校 � 0010
 ふるさといきがいセンター � 3000

   市山・花北・田中・重留
 田中小学校 � 0029
 田中ふるさと館 � 5288

  南浦・荒田
 本城小学校 � 0054
 本城校区集会施設 � 4639

  川北  湯之尾小学校 � 0114
  川北・川南  湯之尾校区公民館 � 4261
  前目  人権文化センター � 4185
  永池  南永小学校 � 3980
   五色・新川・弓掛・新拓  新川地区集落センター
   山田・大山口・山田中原  ひまわり館

伊佐市 避難施設一覧表

※大規模災害の場合には、上記記載の避難所の他に、近くの公民館・
　学校等も避難場所になります。
※福祉避難所とは、避難をした際に手助けが必要な人が避難する場
　所です。

OFF

避
難
指
示
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大
規
模
な
災
害
の
場
合
に
は
、

防
災
関
係
機
関
に
よ
る
活
動
が
困

難
に
な
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
連
帯
意
識
を
持
ち
、

自
主
的
な
防
災
活
動
を
行
な
う
こ

と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
地
域
ご

と
に
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
積

極
的
に
進
め
、
日
ご
ろ
か
ら
訓
練

な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　　　
今
年
は
、「
伊
佐
市
防
災
訓
練

の
日
」
を
７
月
３
日
（
日
）
に
設

定
し
ま
し
た
。
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
や
自
治
会
等
の
皆
さ
ん
が
、

地
域
に
あ
っ
た
防
災
訓
練
を
行
な

っ
て
い
た
だ
き
、
防
災
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
、
災
害
時
に
備
え
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
総
務
課
消
防
防
災
係
　
　
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
１
８

※
持
ち
出
す
物
は
普
段
か
ら
準
備
し
ま
し
ょ
う

□　非常食（缶詰、パンなど）
□　飲料水
□　携帯ラジオ
□　懐中電灯（予備電池）
□　缶切り・ナイフ
□　ライター・マッチ
□　ティッシュ
□　ビニール袋
□　医薬品
□　現金など

非常用袋チェックリスト

※
避
難
さ
れ
る
と
き
ま
た
は
避
難
し

　
た
後
に
は
、
自
治
会
長
、
家
族
ま

　
た
は
親
族
等
と
連
絡
を
と
る
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
所
へ
の
避
難
が
困
難
な
場
合
は
、

と
り
あ
え
ず
丈
夫
な
建
物
の
２
階
以

上
（
斜
面
と
反
対
側
）
に
避
難
す
る

な
ど
、
生
命
の
危
険
を
さ
け
る
行
動

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　農地、農道、用排水路、ため池、井堰等
の点検や整備は大丈夫ですか。
　危険箇所の点検・整備に心がけ未然に災
害を防ぎましょう。
　もし農地・農業用施設の災害が発生した
ら、次のとおり申請してください。

◆耕地災害の申請について

①「耕地災害復旧工事申請書」を市農政課耕地係へ
　提出してください。
　※申請書は市農政課及び各地域の土地改良区に準
　　備してあります。
②提出された申請書に基づき、担当職員が現地を調
　査し公共災害に該当するか連絡します。
③農地災害については、関係（受益）者からの工事
　負担金が必要となります。
　※負担金は国の補助率により異なります。

◆公共災害復旧事業として国の補助事業に
　申請できる主な要件

①異常な天然現象（大雨等）で被災を受けている場
　合（雨量等の基準があります）
②被害が事業費で 40 万以上の場合
③日常の維持管理が行われていること
④農業用施設の場合、受益戸数が２戸以上であるこ
　と
⑤被災地の登記 ( 現況 ) 地目が農地（田・畑）及び
　農業用施設（水路・道路等）であること
不明な点がございましたら担当課にご連絡ください。

問い合わせ先　市農政課耕地係（菱刈庁舎）　
☎�１３１１○内　　２２５１・２２５２

　耕地災害が発生したら・・・
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　平成 23 年９月までは、これまでと同じ月額 13,000 円で引き続き支給されることになりました。
　また、毎年６月に実施していた現況届の提出は不要となります。
　ただし、10 月に届出・申請が必要になることがあります。決定次第、広報等で周知いたします。
支給対象児童　中学校終了前の子ども
支 給 額　一人につき月額 13,000 円
支 給 月　６月（２月分～５月分）、10 月（６月分～９月分）
問い合わせ先　市福祉事務所子育て支援係　　　☎�１３１１○内　　１２６４　

※１）前回（平成 21 年度）の評価替えは、合併直後であり、土地の評価方法を統一できなかった
　　　ため、旧市町のそれぞれの評価方法に基づいて行なわれました。
※２）市町村合併後の評価替えについては、「速やかに評価の統一を図ること」とされています。

◎山林とは◎

◎評価の方法◎

◎評価方法の統一による評価額への影響◎

平成24年度から 固定資産税の土地評価基準が変わります
～公平・公正な課税になるよう市内の土地評価基準を統一します～

　今回の評価替えは、平成 20 年 11 月に旧大口市と旧菱刈町が合併して、初めての本格的な評価替えです（※1）。
今回の評価替えでは、税負担を公平にするため、旧市町でバラバラであった土地の評価方法を統一します（※2）。
　固定資産をお持ちの皆さんにかかわりのある変更となります。そこで、固定資産税とはなにか、今回の評価替
えでどういう点が統一されるのかを、シリーズで掲載します。

問い合わせ先　市税務課固定資産税係　     
☎�１３１１○内　１１８２

シリーズ
　～ ③ ～

　山林の状況類似地区とは

主に山林の位置や生産性により区分します。
　●地形、土の厚さ、特質など
　●林産物の搬出条件など　

　山林とは、「竹木が生育する土地で、
耕作が行われていない土地」をいいます。
山林には平地林も含まれます。また、樹
木の種類についても、杉・ヒノキ等の用
材林であるか、雑木林であるかに関わら
ず「山林」として認定します。
　例外として、特に果樹（柿、栗など）
を栽培している土地は、「畑」と認定し
ます。また、手を加えないで、全体にか
ん木類のみが生育している土地は、「原
野」として取り扱います。

　平成 24 年度の評価替えに
当たり、山林評価方法の統一
を図るため、山林の状況類似
地区を見直します。

　売買実例価格から求めた適
正な時価に基づき、状況類似
地区ごとに単価を求めます。
この単価を基に各山林の評価
額を算出し、山林の税額を計
算します。

　評価方法の統一により、状況類似地区によって、
山林の評価額が増減することもあります。

平成23年度子ども手当と現況届 について

◎統一の方法◎

山林の評価方法の
統一方法
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　　日 場　　所 時　間（午前） 場　　所 時　間（午後）

６日
（月）

 小水流・あたご店前     9：10 ～    9：20  中央公民館跡 13：10 ～ 13：35
 原田公民館     9：30 ～    9：40  北薩森林管理署前市役所車庫 13：45 ～ 14：00
 水ノ手公民館     9：50 ～ 10：00  木崎（大岩様宅前） 14：10 ～ 14：20
 北さつま農協目丸出張所跡 10：10 ～ 10：20  牛尾消防詰所前 14：30 ～ 14：40
 北さつま農協東支所 10：30 ～ 10：40  旧焼酎資料館前 14：50 ～ 15：00
 篠原公民館 10：50 ～ 11：00  高柳公民館 15：10 ～ 15：20
 北さつま農協木ノ氏出張所跡 11：10 ～ 11：20
 大口中学校正門入口 11：30 ～ 11：40

８日
（水）

 春村公民館三叉路     9：20 ～    9：30  北さつま農協平出水支所 13：10 ～ 13：20
 停車場公民館（駅跡公園）     9：40 ～    9：50  平出水上公民館 13：30 ～ 13：35
 山野中学校体育館横 10：00 ～ 10：10  羽月山之神公民館 13：55 ～ 14：00
 山野基幹集落センター 10：15 ～ 10：30  川岩瀬公民館 14：15 ～ 14：20
 石井公民館 10：40 ～ 10：50  北さつま農協白木倉庫 14：35 ～ 14：45
 尾之上公民館 11：00 ～ 11：10  羽月地区公民館 14：55 ～ 15：05
 平原（下村橋横） 11：20 ～ 11：25

10日
（金）

 大島南公民館     9：20 ～    9：30  川西公民館 13：10 ～ 13：15
 金波田公民館     9：40 ～    9：45  西方公民館 13：25 ～ 13：30
 羽月鉄道記念公園前     9：55 ～ 10：05  北さつま農協針持支所 13：40 ～ 13：50
 湯ノ谷（本石様宅前） 10：15 ～ 10：20  堂山公民館 14：00 ～ 14：05
 辺母木公民館 10：35 ～ 10：40  西太良地区コミュニティセンター 14：15 ～ 14：25
 羽月西青少年センター 10：50 ～ 10：55  北さつま農協曽木支所 14：30 ～ 14：40
 宮人公民館 11：05 ～ 11：10  冨士福祉館 14：55 ～ 15：00
 八代公民館 11：20 ～ 11：25  鳥巣上公民館 15：10 ～ 15：20
 下ノ木場精米所前 11：35 ～ 11：40

13日
（月）

 小川添公民館     9：20 ～    9：25  下市山集会施設 13：10 ～ 13：15
 永池鉱泉前     9：35 ～    9：40  東市山集会施設 13：25 ～ 13：30
 柳野三叉路     9：45 ～    9：50  産野（上田様宅前） 13：35 ～ 13：40
 楠原集会施設     9：55 ～ 10：00  北さつま農協前北部集会所跡 13：50 ～ 13：55
 岩坪営農研修センター 10：05 ～ 10：10  重留南集落センター 14：05 ～ 14：10
 青木元地区教育集会所 10：15 ～ 10：20
 比良地区集会施設 10：25 ～ 10：30
 本城地区集会施設 10：35 ～ 10：40
 瓜之峰公民館 10：45 ～ 10：50
 荒田地区集会施設 11：00 ～ 11：05
 大峰（ごみ収集所横） 11：15 ～ 11：20
 下荒田公民館 11：25 ～ 11：30
 下手下集会施設 11：35 ～ 11：40
 花北営農研修センター 11：45 ～ 11：50

15日
（水）

 徳辺下集落センター     9：20 ～    9：25
 新川集落センター     9：35 ～    9：40
 徳辺上集落センター     9：45 ～    9：50
 麓後（梶川様宅前） 10：00 ～ 10：05
 本町公民館 10：10 ～ 10：15
 下名集会施設 10：20 ～ 10：25
 停車場青少年会館 10：30 ～ 10：35
 市役所（菱刈庁舎）車庫前 10：40 ～ 10：45
 前目公民館 10：55 ～ 11：00  川北麓集会施設 13：10 ～ 13：15
 共進地区教育集会所 11：10 ～ 11：15  湯之元（旧立山商店横） 13：25 ～ 13：30
 築地集会施設 11：25 ～ 11：30  猶原集会施設 13：35 ～ 13：45
 町舟津田上集会施設 11：40 ～ 11：45  川北（上野様宅前） 13：50 ～ 13：55
 荒瀬多目的集会施設 11：50 ～ 11：55  山田地区集会施設 14：05 ～ 14：10

問い合わせ先　市環境政策課環境保全係　　　☎�１０６０

　生後 91 日以上の犬で、まだ登録をさ
れていない犬、４月から今までに狂犬病
予防注射を受けていない犬を飼っている
人は、予防注射および登録受付を実施
します。（犬の登録については生涯１回、
予防注射は毎年 1 回必要です。）

　　　注射料　　　3,000 円　
　　　新規登録料　3,000 円

※集合注射に来られる人は、　飼い犬を
　しっかり捕まえることができる人をお
　願いします。

狂犬病予防注射日程表

狂犬病予防注射がお済みでない飼い主の人へ

６月

家の中で飼わ
れている犬も
対象です。



区　分 内　　容

基本的な健診
 既往歴の調査（服薬歴及び喫煙習慣の状況に係る調査含）、自覚症状及び
 他覚症状の検査、身体計測、血圧、血中脂質検査、肝機能検査、血糖検査、
 尿検査、腹囲測定

詳細な健診
（医師の判断による追加項目）

 貧血検査、心電図検査、眼底検査
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　集団健診を受診できなかった国民健康保険加入者（40 歳～ 74 歳）を対象に、特定健診の個別健診
を実施します。受診希望者は、医療機関名及び受診希望日を市民課健康保険係までお申し込みくださ
い。申込者には、医療機関と日程調整後、受診券発行及び受診案内をいたします。 
実施期間　平成 23 年 6 月から平成 24 年 3 月末まで     
申込方法　市役所市民課健康保険係（大口庁舎）へ電話で申し込んでください。   
受 診 料　無料     
申込期限　平成 24 年 1 月 31 日（火）まで    

医 療 機 関 名 住    所
  整形外科　松元病院   伊佐市大口里 491 － 2
  大口温泉リハビリテーション病院   伊佐市大口青木 3022 － 34
  むらたクリニック   伊佐市大口大田 1764 － 1
  有村クリニック   伊佐市大口里 1889 － 2
  日高内科   伊佐市大口上町 17 － 4
  寺田病院   伊佐市大口上町 31 － 4
  三浦医院   伊佐市大口山野 5167
  県立北薩病院   伊佐市大口宮人 502 －４
  松崎医院   伊佐市大口里 2928
  水間病院   伊佐市菱刈前目 2125
  中村弘医院   伊佐市菱刈前目 790 －１
  坂元内科   伊佐市菱刈重留 1353
  つよしクリニック   伊佐市菱刈重留 1147 －１
  水俣市立総合医療センター   熊本県水俣市天神町 1 丁目２－１
  人吉総合病院   熊本県人吉市老神町 35

特定健診（個別健診）の受診についてご案内

（注意）特定健診を受診されるには、市が発行する受診券及び保険証が必要です。

申込・問い合わせ先　市役所市民課健康保険係　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１１６２・１１５８

健診項目

医療機関一覧表（順不同）

東日本大震災 により 避難されている方 へ お願い

特定健診を
受けましょう！

自分のために
家族のために

将来のために

　東日本大震災で被災された方にお見舞い申し上げますとともに、一日も早い
復興を心よりお祈り申し上げます。
　今回の大震災により、多くの方が全国各地に避難されており、住所地の市町村
では、避難者の現在の所在地等の情報把握が重要な課題となっています。
　そこで、情報提供の窓口が全国の市町村で設置され、伊佐市においても市民課市民係に「情報提供
窓口」を設置しています。お手数ですが、避難目的で在住の方は情報提供をお願いします。
※寄せられました情報は、目的以外に使用することはなく、秘密は厳重に守られます。

問い合わせ先　市役所市民課市民係　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１１５２

窓
　
口
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Government Infomation

こんな活動が対象です
①賠償責任補償
　指導者、責任者などが活動の参加者や第三者を死
　傷させたり、財物に損害を与え、法律上の賠償責
　任を負う場合
②傷害補償
　指導者や参加者が偶然の事故のため死傷した場合

　山岳登坂・ダイビング等の危険を伴うスポーツ、指導者・参加者の故意による事故、自然災害、自動
車事故、建築・改装等の工事による事故、指導者などの同居の親族に対する事故、脳疾患・疾病心神喪
失による事故、けんか・自殺・犯罪行為、他覚病状のないむち打ち症や腰痛、酒酔い、無資格運転によ
る事故など

補償の対象の種類は２種類です

次の場合は対象外です

「市民活動総合補償制度」

米トレーサビリティ制度について

市民活動総合補償制度補償内容

問い合わせ先　市企画調整課共生協働推進係　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　　　　　　１１２６・１１２７

賠

償

責

任

補

償

区分 補償金額 ( 限度額）

身体賠償   最高１人　 6,000 万円
           １事故　　    2 億円

財物賠償   最高１事故　 100 万円

（注）１回の事故につき 5,000 円は　
　　自己負担（免責）になります。

障
　
害
　
補
　
償

  死　　亡
      後遺障害   １人　　　     500 万円

入院補償金   １人日額　     3,000 円
　　（180 日限度）

通院補償金   １人日額  　   2,000 円
　　（90 日限度）

　伊佐市では、自治会や校区コミュニティなどにおいて、市民の皆さんが企画運営する市民活動が盛ん
です。このような活動を側面から支援するため、市では「市民活動総合補償制度」を設けており、安心
して地域活動を行なえるように、市民活動中の事故を広く救済し、補償します。

（保険料は市が負担しています）

安心して地域活動を
行なっていただくために

　市内に活動拠点を置く市民団体主催の公益性
のある無報酬の諸活動が対象となります。（た
だし、宗教・政治・営利目的の活動は除く）
○地域社会活動
　防犯・防火・防災活動、公益的清掃活動、地
　区活動、自治会活動等及びこれらの準備活動
○青少年育成活動
　子ども会、非行防止活動等及びこれらの準備
　活動（学校の管理下の行事は除く）
○社会福祉奉仕活動
　福祉施設援護活動、在宅老人・心身障がい者
　などへの介助活動
○社会教育活動
　自治会によるスポーツ・レクリェーション活
　動、文化活動等及びこれらの準備活動
○その他の活動
　市主催事業への参加者

　　　　　　米トレーサビリティ法（米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に関する
法律）が制定され、昨年 10 月から、米、米加工品の生産者、加工・製造業者、流通業者、小売業者、
外食店での取り引きなどの記録の作成・保存が義務付けられました。
　また、７月からは、一般消費者への産地情報伝達が義務付けられます。
対象品目　米穀（玄米・精米など）、米粉や米麹などの中間原材料、米飯類、もち、だんご、米菓、　
　　　　　清酒、単式蒸留焼酎、みりん
対象事業者　生産者を含め、対象品目となる米・米加工品の販売、輸入、加工、製造または提供の事業
　　　　　（飲食業など）を行なう全ての事業者
　制度の詳しい内容は問い合わせてください。
問い合わせ先　九州農政局鹿児島農政事務所消費流通課　　　　　　　☎０９９・２２２・０１２１
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申込み
先着順になります

　団地名 所在地 戸数 間取り 建設年度 使用料（円）
 下殿団地  伊佐市大口下殿 848 番地１ ２ ２Ｋ  昭和 36     2,200 ～
 崎山団地  伊佐市大口田代 283 番地 1 ２ ３ＤＫ  昭和 58 13,300 ～
 針持団地  伊佐市大口針持 314 番地 ３ ３ＤＫ  昭和 58 13,500 ～
 郡山団地  伊佐市大口牛尾 24 番地 1 ５ ３ＤＫ  昭和 51 ～ 57 10,100 ～
 瓜之峰第１団地  伊佐市菱刈南浦 308 番地 １ ３ＤＫ  昭和 54 12,200 ～
 湯之尾団地  伊佐市菱刈川北 2356 番地 1 １ ３ＤＫ  昭和 55 15,000 ～

入居資格　○世帯用は同居している親族、または婚約者を含む同居しようとする親族がある人
　　　　　○明らかに住宅に困っている人 
　　　　　○定められた収入基準以上の人 
　　　　　○市税などの滞納のない人 

申込・問い合わせ先　市建設課住宅係（菱刈庁舎）　　　　　  ☎�１３１１○内　　２２２７・２２２８

団地名 所在地 戸数 間取り 建設年度 使用料（円）
 こっがら団地（世帯用） 伊佐市大口小木原 422 番地 3 ５ ３ＬＤＫ  平成 10 44,000
 こっがら団地（単身用） 伊佐市大口小木原 422 番地 3 3 １ＬＤＫ  平成 10 29,000

◎公営住宅

◎特定公共賃貸住宅

市営住宅入居者募集
（平成 23 年５月１日現在）

がけ地近接等危険住宅移転事業について
　がけ地の崩壊等により住民の生命に危険を及ぼすおそれのある区域に建っている危険住宅の移転を
促進する事業です。
対象住宅　次のいずれかに該当する既存不適格住宅、もしくは特定行政庁の是正勧告を受けた住宅等
　　　　　①急傾斜地崩壊危険区域
　　　　　②高さ２ｍを超え、かつ傾斜 30 度
　　　　　　を超えるがけに近接する住宅
　　　　　　※昭和 46 年８月 31 日以前に
　　　　　　　建築されたものに限る
　　　　　③県が指定した土砂災害特別警戒区域

補助内容　①住宅除去工事費に対する補助
　　　　　②土地の取得・敷地の造成・住宅建設（購入）費のうち金融機関から融資を受けた場合の
　　　　　　利息額に対する補助（年利率 8.5％を限度とする）
補助限度額

除去等
建物助成費

合計
住宅建設 土地購入 敷地造成

78 万円 444 万円 206 万円 58 万円
786 万円

実費補助 金融機関からの利息に対する補助
（年利率 8.5％を限度）

問い合わせ先　市建設課住宅係（菱刈庁舎）　　　　　　　　　　　　　        ☎�１３１１○内　　２２２７

高さ
Ｈ＞２ｍ

２Ｈ（高さの２倍）

＞ 30°

＜ ＜

╮

╮ ＞ 30°
高さ

Ｈ＞２ｍ

２Ｈ（高さの２倍）
＜＜

╮

╮

② がけに近接する住宅の図

入居資格　○同居している親族、または婚約者を含む同居しようとする親族がある人
　　　　　○明らかに住宅に困っている人 
　　　　　○定められた収入基準以下の人 
　　　　　○市税などの滞納のない人
　　　　　※ただし、単身（高齢者、身体障害者 1 ～ 4 級、生活保護法に
　　　　　　基づく被保護者など）でも申込できます。



ま ち
の 話 題

「心  ひとつに」
「心  ひとつに
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ISA City Topics

ま ち
の 話 題

　５月１日、湯之尾滝上流のひしかりカヌー競技場で、ひしかりドラゴンカップ 2011 が開催され
ました。これは、10 人１組で 250 ｍ先のゴールを目指しタイムを競うというもので、昨年は、口
蹄疫の影響で中止となったものの、今年は、レディースの部で初参加の職場や中学生の部の参加も
多く、前回を上回る 74 チームが５部門にエントリーしました。
　常連で優勝を目指すチームや、なれない手つきで必死にパドルを漕ぐ初参加のチームなど、緊張
感もさることながら、和気あいあいの雰囲気のなか、スポーツ少年団や参加チーム各団体・職場で
は、心ひとつに、なお一層のチームワークも
図られるだろうと感じました。

　県内のアートトラック愛好者で結成、伊佐市に本部
を置く「龍桜船団」主催で、約 150 台のアートトラッ
ク撮影会が、５月４日、菱刈農村公園で、広島県から
の参加もあり行なわれました。
　「交通遺児に愛の手を！」を合言葉に第 11 回を数え
るこのイベントは、今回は、東日本大震災の支援を目
的として開催され、昼間は、ステージショーやバザー
オークションで賑わい、夜は、色とりどりに装飾され
たトラックの一斉点灯が始まると、訪れた人たちは煌
く電飾に魅了されていました。また、ステージショー
にも参加した、大口高校吹奏学部による募金活動も含
め 15 万円を支援金としていただきました。

初

圧巻笑

合

ドラゴンカップ 2011

Doragon  Cup
HISHIKARI

きらめくトラック
〈東日本大震災チャリティ撮影会〉
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横断は しっかり目で見て 
たしかめて

新人自衛隊員表敬訪問

笑顔がいっぱい

安全・確実・迅速
〈伊佐湧水消防組合消防救助技術指導会〉

　春の全国交通安全運動が５月 11 日から 20
日まで行われました。
　期間中は各コミュニティや企業などの協力
により、登校中の子どもたちに交通安全を呼
びかけました。
　また、最終日には“まごし館”前で「伊佐
人の波作戦」が実施され、運転者に交通安全
と書かれた“ひょうたん”を配り死亡事故０
を呼びかけました。

　5 月 15 日、大口総合体育館で“第１回伊
佐こどもまつり”が開催されました。
　昨年は口蹄疫のため中止となりましたが、
今年は伊佐市内の保育園・幼稚園・子育て支
援センターの協力により、多くの子どもたち
で賑わいました。
　会場では、スライム作りや折り紙などで楽
しそうに遊んでいました。新聞紙のプール（表
紙）では、新聞紙の短冊を空中に放り上げた
り、中に潜ったり夢中になっていました。
　まつりの最後に“あおむし”のお話があり
会場に大きなチョウチョが羽ばたきました。

　東日本大震災の影響で、例年実施される鹿
児島県消防救助技術指導会が中止となり、４
月 30 日、大口消防署で、東日本大震災で被
災された方々、殉職された消防職・団員の冥
福を祈りながら、ロープ応用登はん、はしご
登はん、ほふく救出、引揚救助の４演技に管
内の 26 人が参加し、技術指導会が行なわれ
ました。
　救助技術の安全、確実、迅速性を主眼に、
日ごろの訓練と鍛錬の成果をすべての演技に
強く感じました。

　この春、伊佐市から自衛隊に入隊した新人
隊員の方々が、４月 30 日に市長を表敬訪問
されました。新しい制服に身を包んだ皆さん
は、自衛隊員として新たな生活やこれからの
抱負などを話してくださいました。
　また、「福祉に役立ててください」と寄付
をいただきました。ありがとうございました。
　本年度の新入隊員は次のとおりです。

（敬称略・写真左から）
　坂元政太郎（羽月）　島 竜史（大口）
　小辻紀文（大口）　　髙岸祐太（大口）
　中　祐史（大口）　　薗田裕貴（菱刈）
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
７

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

検診の種類 対象者 検診方法 自己負担額 日程等
 胃がん  40 歳以上  胃Ｘ線検査      1,200 円  ４月実施（終了）

 乳がん

 40 歳～ 50 歳
 未満の女性

 マンモグラフィ 2 方向
 と視触診の併用      2,000 円  【元気こころ館】

   5 月 18 ～ 20 日
   6 月 2・3・13 日
 【まごし館】
   5 月 31 ～ 6 月 1 日

 50 歳以上の女性  マンモグラフィ１方向
 と視触診の併用      1,500 円

 子宮頸がん  20 歳以上の女性  細胞診      1,000 円

 肺がん  40 歳以上  胸部Ｘ線検査
 喀痰（ 喫煙者のみ）併 用

        300 円
喀痰 700 円    9 月上旬各地区巡回

 大腸がん  40 歳以上  便潜血検査         600 円  10 月下旬各地区巡回

がん検診Ｑ＆Ａ

Ｑ．国民健康保険ではないのですが、
　　がん検診は受けられますか？　

　　　　Ａ．平成21年度から日本のがん検診率を50％以上に上げることを目標とし、「女
　　　性特有のがん対策」として、特定の年齢の人を対象に“がん検診無料クーポン券”
　の配付を行なっています。
　今年度中（平成 23 年 4 月 2 日～平成 24 年 4 月 1 日）に 21 歳、26 歳、31 歳、36 歳、
　41 歳を迎える女性の人に「子宮頸がん検診」、41 歳、46 歳、51 歳、56 歳、61 歳を
　迎える女性の人に「乳がん検診」の無料クーポン券が送付されています。

Ｑ．“がん検診無料クーポン券”
　　が送ってきましたが、これ
　　は何ですか？　

Ａ．2 回受けなくてもよいです。
　専門家の見解として、検診を年
　数回受けたとしても、年１回（乳
　がんは２年に１回）受診した場
　合と比べ医学的なメリットは変
　わらないとされています。　

Ｑ．がん検診は１年に２回受けてもいいの？　

？Ａ．受診を希望されなかった人も、
　対象者であれば、検診会場へ直
　接おいでいただければ受診でき
　ます。　

Ｑ．「がん検診申込書」で受診希望をしな
　　かったが、受けることはできますか？

Ａ．検診では、受診結果が出る
　までに１か月程度かかります
　ので、自覚症状がある場合に
　は、直接医療機関を受診して
　ください。　

Ｑ．自覚症状があるのですが、がん検診
　　を受診してもいいのでしょうか？　

※対象者の年齢は、平成 24 年 4 月 1 日までに当該年齢に到達する人です。（年度末年齢）　

● 平成 23 年度がん検診日程 ●

上杉謙信  
がん検診！

よくある質問に
お答えします！

がん検診の受診率 50％を
呼びかける厚生労働省の
イメージキャラクター

Ａ．はい、受けられます。がん検
　診は市民の人は加入している健
　康保険の種類に関係なく受診で
　きます。対象年齢などについて
　は下記の表をご覧ください。



タ
コ
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レ シ ピ

　
東
日
本
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
大
震
災

か
ら
約
２
か
月
半
。
日
本
全
国
、
そ
し

て
世
界
各
地
で
被
災
地
に
手
を
差
し
伸

べ
た
い
と
い
う
「
善
意
の
輪
」
が
、
今

も
広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
伊
佐
市
で
も
、「
支
援
物
資
」
や
「
義

援
金
」、「
職
員
派
遣
」
な
ど
の
支
援
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
わ
が
ま
ち
の
規

模
で
丁
寧
な
支
援
を
進
め
る
た
め
に
、

一
か
所
に
集
中
し
て
行
な
お
う
と
し
、

調
整
が
つ
い
た
の
が
「
南
三
陸
町
」
で

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
通
し

て
「
南
三
陸
町
」
に
対
し
て
は
特
別
な

思
い
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
気
持
ち

を
届
け
た
南
三
陸
町
と
は
ど
ん
な
ま
ち

な
の
か
、＂
食
＂
の
面
か
ら
紹
介
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
宮
城
県
南
三
陸
町
の
志
津
川
湾
で
捕

れ
る
マ
ダ
コ
は
、「
西
の
明
石
、
東
の

志
津
川
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
全
国
的
に

知
ら
れ
る
人
気
ブ
ラ
ン
ド
で
、
旬
の
10

月
～
3
月
に
か
け
て
は
東
京
築
地
市
場

で
も
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
太
平
洋
の
荒
波
で
育
っ
た
志
津
川

タ
コ
は
身
が
引
き
締
ま
り
、
ア
ワ
ビ
を

食
べ
て
育
っ
て
い
る
上
に
、
一
般
的
な

タ
コ
は
砂
地
や
泥
地
に
生
息
す
る
の
に

〈材　料〉　４人分
タコ（茹で）        200 ｇ　    新じゃが芋 　    中４個
にんにく　　    ２片　　オリーブオイル　  大さじ４
塩　　　         小さじ１　　粉コンソメ　小さじ２
荒引き胡椒　　適量　　パセリ　　　　　少々

　
①じゃがいもはキレイに洗い皮付きのまま茹で、
　皮付きのまま一口大に切る。
②ニンニクは薄くスライスし、茹でタコは洗っ
　て一口大に切っておく。
③フライパンにオリーブオイルを入れ、弱火でに
　んにくが色付くまで炒め、中火でタコとじゃ
　が芋を入れたら、混ぜずにじゃが芋に焼き目
　を付けるように焼く。
④塩と粉コンソメをふりかけ、なじませたら、
　仕上げに荒引き胡椒と、パセリをふりかけで
　きあがり。

〈作り方〉

タコとじゃが芋
ガーリック炒め

なんだけど、

ぷりっ ぷりっ

やわらかいんですよ～

｢ 南三陸ブランド ｣

対
し
、
志
津
川
湾
の
タ
コ
は
岩
場
や
小

石
の
海
底
を
棲
家
と
し
て
い
て
吸
盤
が

汚
れ
て
い
な
い
の
で
、「
味
も
格
別
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　＂
イ
シ
ャ
リ
（
形
が
石
槍
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
）＂
と
い
う
、
サ
ン
マ
や

ハ
モ
な
ど
の
餌
を
つ
け
た
仕
掛
け
を
海

に
投
げ
入
れ
、
船
上
で
糸
を
巧
み
に
操

り
な
が
ら
マ
ダ
コ
を
誘
う
独
特
の
伝
統

漁
法
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。

　
山
・
川
・
海
が
調
和
し
、
町
全
体
が

ひ
と
つ
の
生
態
系
と
し
て
循
環
し
て
い

る
南
三
陸
は
、
質
の
高
い
＂
海
の
幸
＂

を
育
て
る
の
に
ま
さ
に
理
想
的
な
環
境

と
い
え
ま
す
。

　「
山
の
ま
ち
伊
佐
」
と
「
海
の
ま
ち

南
三
陸
」。
い
つ
か
、
お
互
い
の
美
味

し
い
も
の
で
、「
復
活
の
祭
り
」
が
で

き
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

からだに栄養
伊佐の味 食生

おいしいものでいきいき笑顔になるなる

Vol.08

「海のまち南三陸」を
応援します !!
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に住所を有する人か、伊佐市内に所在す
る職場・学校に通勤・通学をされている
人であれば借りられます。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
隣室のモーツアルト　藤堂志津子
　食道がんで入院した 51 歳の多花子。ある日隣
室に、15 年前に別れた男が入院してきて―。
　表題作をはじめ、恋愛と歳月の不思議と残酷を
描いた短篇５篇を収録。
　『オール読物』掲載を書籍化。　

【６月の休館日】

６月 ６日（月）・  13 日（月）
　　20 日（月） ・  27 日（月）

【図書館へ献本】
中園倫子さん　（大田）
久木田優さん　（とどろ）
永山保雄さん　（尾之上）

【　児　童　】
とくべつなお気に入り エミリー・ロッダ
怪盗ブラックの宝物 那須正幹
おじいちゃんちのたうえ さこももみ
よるのふね 黒井健

【　一　般　】
偉大なる、しゅららぼん 万城目学
さらば銀行の光 江上剛
ナニワ・モンスター 海堂尊
先生の隠しごと 仁木英之

【イベント情報】
ブックスタートを開催します
日　時　６月 18 日（土）　10:30 ～（40 分程度）
場　所　菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）
内　容　絵本が入ったブックスタートパックのプレゼント、
　　　　読み聞かせなど。
対象者　出産予定の人、２歳未満の赤ちゃんとその保護者
　　　　で初めて参加する人。なお当日は母子健康手帳を
　　　　ご持参ください。
※ブックスタートパックは子どもさん１人につき１つ差し
　上げます。参加につきましては事前に菱刈図書館までご
　連絡ください。
ふれあいメルヘンひろば
日　時　６月 25 日（土）　10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館

イラスト：長尾美紀さん
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

男
女
共
同
参
画
社
会

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

　
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
一

週
間
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
職
場
や
学
校
、
地
域
で
、
家
庭
で
、

女
性
と
男
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
を
実
現
す
る
に
は
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
お
互
い
に
支
え

合
い
認
め
合
え
る
社
会
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

話
す
こ
と
は

次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
原
動
力

　
あ
な
た
は
こ
こ
ろ
の
中
に
、
い
ら
い

ら
、
モ
ヤ
モ
ヤ
、
ど
う
し
た
ら
い
い
だ

ろ
う
と
い
う
思
い
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん

か
？
そ
ん
な
思
い
を
た
め
込
ん
で
い
る

と
、
悩
み
が
大
き
く
な
っ
た
り
、
解
決

に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　「
職
場
で
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た

け
れ
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」

　「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
に
行
っ
て

も
い
い
の
か
な
」

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

　
女
性
サ
ロ
ン
室
で
は
相
談
員
が
あ
な

た
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
、
一
緒
に
考

え
ま
す
。

　
自
分
が
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
こ

れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
次
の

一
歩
が
き
っ
と
踏
み
出
せ
る
は
ず
で
す
。

　
あ
な
た
が
今
、
心
に
大
き
な
悩
み
を

抱
え
て
い
る
な
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
「
女
性
サ

ロ
ン
室
」
の
相
談
員
が
、
一
緒
に
な
っ

て
受
け
と
め
ま
す
。

開
催
日
　
６
月
１
日
（
水
）・
15
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
消
費
者

が
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
契
約

し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
一
定
期
間
内
で

あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で
き
る

制
度
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
期
間

訪
問
販
売
【
8
日
間
】

　
事
業
者
の
営
業
所
以
外
の
場
所
で
の

原
則
す
べ
て
の
商
品･

サ
ー
ビ
ス
を
扱

う
取
引
の
契
約

電
話
勧
誘
販
売
【
8
日
間
】

　
事
業
者
か
ら
電
話
で
勧
誘
を
受
け
た

原
則
す
べ
て
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
扱

う
取
引
の
契
約

連
鎖
販
売
取
引
【
20
日
間
】

　
マ
ル
チ
商
法
等
（
他
の
人
を
加
入
さ

せ
れ
ば
利
益
が
得
ら
れ
る
と
言
っ
て
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ
せ
る
）
に
よ

る
契
約
（
店
舗
で
の
契
約
を
含
む
）

特
定
継
続
的
役
務
提
供
【
8
日
間
】

　
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
外
国
語
会
話
教

室･

学
習
塾･

家
庭
教
師･

パ
ソ
コ
ン

教
室･

結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
的
に
行
な
う
契
約
（
店
舗
で
の
契
約

を
含
む
）

業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
【
20
日
間
】

　
内
職
商
法
（
仕
事
の
紹
介
や
、
仕
事

を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
と
言
っ
て
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
、
登
録
料
な
ど
の
名
目

で
金
銭
を
支
払
わ
せ
る
）
に
よ
る
契
約

で
店
舗
で
の
契
約
を
含
む

個
別
ク
レ
ジ
ッ
ト

【
8
日
間
ま
た
は
20
日
間
】

○
訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
、
特
定

　
継
続
的
役
務
提
供
に
よ
る
個
別
ク
レ

　
ジ
ッ
ト
契
約
は
8
日
間

○
連
鎖
販
売
取
引
、
業
務
提
供
誘
引
販

　
売
取
引
に
よ
る
個
別
ク
レ
ジ
ッ
ト
契

　
約
は
20
日
間

※
生
鮮
食
品
（
カ
ニ
や
り
ん
ご
な
ど
）

　
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

※
通
信
販
売
の
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ･

　
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
期
間

平成 23 年度
「男女共同参画週間」

キャッチフレーズ

「
チ
ャ
ン
ス
を
分
か
ち
、
未
来
を
拓
こ
う
」
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Isa City Infomation

募
　
集

市
営
プ
ー
ル
受
付
事
務
員
募
集

募
集
人
員
　
２
人

資
　
　
格

　
18
歳
以
上
で
受
付
事
務
の
で
き
る
人

※
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
高
校
生
は
除
く
。

雇
用
期
間

　
７
月
20
日
（
水
）
～
８
月
31
日
（
水
）

勤
務
時
間
　
９
時
30
分
～
18
時
30
分

　
　
　
　
　（
原
則
と
し
て
１
日
交
代
）

賃
　
　
金
　
１
日
　
５
、
５
０
０
円

募
集
締
切

　
６
月
28
日
（
火
）
17
時
ま
で
に
自
筆
の
履

歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身
写
真
貼
付
）

１
通
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
教
育

施
設
管
理
係
（
伊
佐
市
文
化
会
館
内
）

☎
�
６
３
２
０

訓
練
内
容

▽
介
護
福
祉
科

　
○
鹿
児
島
県
知
事
指
定
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養

　
　
成
講
座
課
程

　
○
そ
の
他
独
自
の
就
労
支
援
講
座

▽
Ｏ
Ａ
事
務
科
（
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
訓

　
練
）

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

　
○
ワ
ー
プ
ロ
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
）
初
級
程
度

　
○
表
計
算
（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）
初
級
程
度

　
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

受
講
料
　
無
料

定
　
　
員
　
各
科
８
人

訓
練
期
間
　

　
８
月
２
日
（
火
）
～
10
月
26
日
（
水
）

※
土
・
日
、
祝
祭
日
、
お
盆
等
は
休
み
で
す
。

応
募
資
格

　
身
体
、
知
的
障
害
を
お
持
ち
の
人
で
、
早

期
の
就
職
や
復
職
を
目
指
す
人
。（
身
体
、

知
的
以
外
の
障
害
を
お
持
ち
の
人
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。）

募
集
期
間

　
６
月
７
日
（
火
）
～
７
月
６
日
（
水
）

願
書
提
出
先
　

　
国
分
公
共
職
業
安
定
所
大
口
出
張
所

提
出
書
類

○
入
校
願
書
（
指
定
の
用
紙
）
と
写
真
１
葉

　（
縦
４
cm
×
横
３
cm
）
は
、
入
校
願
書
に

　
添
付

○
障
害
を
証
明
す
る
手
帳
の
写
し
（
手
続
中

　
の
人
は
判
定
所
の
写
し
）

○
結
核
性
疾
患
回
復
者
の
人
は
障
害
診
断
書

　（
指
定
の
用
紙
）

※
本
校
指
定
の
用
紙
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま

　
た
は
国
分
公
共
職
業
安
定
所
大
口
出
張
所

　
に
あ
り
ま
す
。

選
考
方
法
　
面
接

面
接
日
時

▽
介
護
福
祉
科
　
７
月
13
日
（
水
）
10
時

▽
Ｏ
Ａ
事
務
科
　
７
月
13
日
（
水
）
13
時

面
接
及
び
訓
練
場
所

▽
介
護
福
祉
科

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ
ポ
ー
ト
ロ
コ
ペ

　
リ
（
加
治
木
町
木
田
）

▽
Ｏ
Ａ
事
務
科

　
加
治
木
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

合
格
発
表

　
７
月
22
日
（
金
）
本
人
宛
郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
障
害
者
職
業
開
発
能
力
校

☎
０
９
９
６
・
４
４
・
２
２
０
６

お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
資
料
展

　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
パ
ネ
ル
・
ポ
ス

タ
ー
・
冊
子
等
多
数
展
示
し
ま
す
。

展
示
場
所

▽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階
　

　
６
月
23
日
（
木
）
～
30
日
（
木
）

▽
ま
ご
し
館
ロ
ビ
ー

　
７
月
１
日
（
金
）
～
８
日
（
金
）

※
両
会
場
の
最
終
日
は
午
前
の
み
展
示
。

問
い
合
わ
せ
先

女
性
サ
ロ
ン
室

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　
人
事
院
で
は
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
試

験
と
し
て
、「
平
成
23
年
度
国
家
公
務
員
採

用
Ⅲ
種
試
験
」
を
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格

　
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人

職
　
　
種

　
行
政
事
務
、
税
務
、
機
械
、
土
木
、
農
業

土
木
、
林
業

受
付
期
間
　
６
月
21
日
（
火
）
～
28
日
（
火
）

第
一
次
試
験
　
９
月
４
日
（
日
）

　
詳
し
く
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国

家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
ナ
ビ
」
を
ご
覧
く

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験受

験
案
内

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
７
３
３

http://w
w

w
.jinji.go.jp/

大
口
高
等
学
校
音
楽
部 

第
17
回
定
期
演
奏
会

日
　
　
時
　
６
月
12
日
（
日
）　

開
　
　
演
　
14
時
　
開
場
：
13
時
30
分

会
　
　
場
　
伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

　
吹
奏
楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
か
ら
ポ
ッ
プ
ス

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
を
演
奏
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
高
等
学
校
　
　
　
　
　
☎
�
１
４
４
１



ISA City Public Relations  2011.06.01　　18

伊佐市からのお知らせ

　
今
期
の
市
議
会
定
例
会（
５
月
27
日
開
会
）

か
ら
議
会
中
継
を
自
宅
等
に
お
い
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

視
聴
す
る
と
き

　
伊
佐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
伊
佐
市
議
会
↓

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
映
像
中
継
か
ら
で
す
。
　

問
い
合
わ
せ
先

市
議
会
事
務
局

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
３
２
２

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/

市
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が

始
ま
り
ま
し
た

社団法人　姶良伊佐法人会　設立30周   年記念講演会

主催　社団法人姶良伊佐法人会
お問合せ先　電話：（0995）6  2-5382 http://www.airaisa-houjinkai.net/

入場無料

講 師

と き

ところ

日本再生への提言

金美齢金美齢
きん

金美齢
れい

金美齢金美齢
び

6月20日

姶良市加音ホール

氏

平成2  3年

午後３時より

（大ホール）

広告

○○○月

評論家
JET 日本語学校理事長
前  台湾総統府国策顧問

　
鹿
児
島
県
が
行
な
う
平
成
23
年
度
の
狩
猟

免
許
試
験
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で
開
催
い

た
し
ま
す
。

試
験
日
程
・
開
催
場
所

平
成
23
年
度
狩
猟
免
許
試
験

▽
姶
良
会
場
　
７
月
24
日
（
日
）
9
時
開
始

　
場
所
：
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
本
庁
舎

▽
伊
佐
会
場
　
８
月
28
日
（
日
）
９
時
開
始

　
場
所
：
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
伊
佐
庁

　
　
　
　
舎

申
請
受
付
期
間

▽
姶
良
会
場

　
６
月
６
日
（
月
）
～
７
月
８
日
（
金
）

▽
伊
佐
会
場

　
７
月
11
日
（
月
）
～
８
月
５
日
（
金
）

申
請
に
必
要
な
書
類
等

○
狩
猟
免
許
申
請
書

　
※
申
請
書
は
、
各
猟
友
会
長
・
県
猟
友
会

　
　
伊
佐
支
部
（
大
口
庁
舎
内
）・
市
林
務
課

　
　（
菱
刈
庁
舎
）
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

○
写
真
１
枚
（
縦
３
cm
×
横
2.4 

cm
）

○
医
師
の
診
断
書

○
料
金
（
県
収
入
証
紙
代
金
他
）

　
初
心
者
：
証
紙
代
金   

５
、２
０
０
円
　

　
　
　
　
　
書
類
発
送
切
手
代
金
80
円

　
一
部
免
除
者
：
（
既
に
１
種
類
以
上
の
免

　
許
を
所
持
し
、
異
な
る
免
許
を
取
得
す
る

　
者
）
証
紙
代
金   

３
、９
０
０
円

　
　
　
書
類
発
送
切
手
代
金
80
円

※
他
に
別
途
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
各
猟
友
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
本
庁
舎
農
林
水
産

部
林
務
水
産
課
林
務
水
産
係

　
　
　
　
　
☎
０
９
９
５
・
６
３
・
８
１
５
９

試
　
験

住所 : 伊佐市大口小木原 899
TEL：0995-22-0425
H    P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp タケシタの家造り 検索

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

太陽光発電設置中

提携銀行 （鹿銀 ・南銀 ・ JA） の場合、 金利がお得に。
フラット 35 ・ フラット 35 Ｓも可能です。

広告

住宅エコポイント

７月 31 日着工分まで
リフォーム・新築

内窓・複層サッシ・断熱工事・
節水型トイレ・高断熱浴槽で
最大３０万ポイント！
ぞくぞくと申請中です！

皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご

存
知
で
す
か
。

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。

　
日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と

き
、
何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
基
本
的
人
権
の

擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
が
強
く
求
め

ら
れ
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
調
と
し
た

日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、
昭
和
23
年
に
、

ま
ず
政
令
に
基
づ
い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度

が
設
け
ら
れ
、
翌
昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人

権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守

る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
擁
護
機
関

が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
我
が
国
に
お
け

る
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

　
市
で
は
、
定
期
的
に
特
設
人
権
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。（
開
催
日
な
ど
詳
し
く
は
、

毎
月
の
広
報
い
さ
お
知
ら
せ
版
「
伊
佐
市
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
　
　
所

○
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階
第
４
会
議

　
室

○
菱
刈
ま
ご
し
館

人
権
擁
護
委
員
（
市
長
か
ら
推
薦
さ
れ
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人
た
ち
で
す｡

）

▽
今
村
孝
二
（
小
木
原
下
）
☎
�
９
０
３
２

▽
神
野
政
秀
（
篠
原
）　
　  

☎
�
７
３
８
１

▽
新
屋
敷
紀
念
（
上
青
木
東
）
☎
�
８
５
２
４

▽
田
代
伊
津
子
（
大
道
）  

　
☎
�
４
３
９
８

▽
松
下
竹
二
郎
（
荒
田
下
）　
☎
�
３
０
３
６

▽
向
江
知
恵
子
（
永
池
）  
　
☎
�
３
９
５
１

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課
市
民
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
５
２



19　　広報いさ  2011.06.01

※
団
体
の
み
、
順
不
同

隊
友
会
伊
佐
支
部

水
ノ
手
老
人
ク
ラ
ブ

ス
カ
ラ
ー
㈱
九
州
工
場
従
業
員

伊
佐
市
更
生
保
護
女
性
会

龍
桜
船
団

大
口
高
校
吹
奏
学
部

菱
刈
農
産
加
工
生
産
組
合

伊
佐
レ
ク
ダ
ン
ス
協
会

伊
佐
こ
ど
も
ま
つ
り

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
支
援
金

 
誕
　
生

 

（
４
月
４
日
～
４
月
28
日
受
付
分
）

石
毛
　
颯そ
う
ま真
（
真
人
・
里
町
）

上
之
原
　
瑠る

い依
（
剛
・
松
ノ
口
）

柿
木
　
煌こ
う
だ
い大
（
哲
也
・
大
島
南
）

柏
原
　
律り
つ
き紀
（
幸
紀
・
楠
原
下
）

川
中
　
椋り
ょ
う
た太
（
幸
祐
・
下
元
町
）

迫
田
　
晴は
る
と人
（
勉
・
小
川
添
）

谷
山
　
す
み
れ
（
孝
次
・
戸
切
）

牧
野
　
澄す
か
い空
（
誠
一
郎
・
下
青
木
）

松
山
　
怜れ

お桜
（
一
史
・
西
原
）

山
下
　
蒼
あ
お
い
（
健
太
郎
・
共
進
）

横
手
　
逞て
ぃ
あ亜
（
裕
樹
・
北
俣
団
地
）

（
４
月
１
日
～
４
月
27
日
受
付
分
）

大
口
地
区

柏
木
　
ハ
ル
子
　
　
81
　（
郡
山
）

白
石
　
タ
ツ
　
　
　
94
　（
東
元
町
）

竹
内
　
幸
市
　
　
　
78
　（
上
元
町
）

原
口
　
一
美
　
　
　
71
　（
西
本
町
）

船
之
川
　
八
夫
　
　
75
　（
松
ノ
口
）

山
野
地
区

池
ノ
上
　
シ
ゲ
子
　
76
　（
小
木
原
中
）

柿
木
　
勝
己
　
　
　
65
　（
渕
辺
）

川
中
　
ト
シ
子
　
　
83
　（
小
木
原
上
中
）

羽
田
　
タ
マ
　
　
　

100
　（
尾
之
上
）

丸
田
　

子
　
　
　
89
　（
平
出
水
中
央
）

羽
月
地
区

天
津
　
明
子
　
　
　
85
　（
馬
渡
）

榎
田
　
英
雄
　
　
　
83
　（
駅
前
）

大
迫
　
サ
ヨ
　
　
　
85
　（
堂
崎
）

上
森
　
久
人
　
　
　
76
　（
大
島
南
）

島
田
　
博
　
　
　
　
86
　（
大
島
北
）

新
留
　
セ
ツ
　
　
　
90
　（
白
木
）

杉
﨑
　
笑
子
　
　
　
81
　（
川
岩
瀬
）

中
間
　
ヨ
シ
子
　
　
86
　（
大
島
北
）

土
師
　
信
雄
　
　
　
75
　（
八
代
）

宮
元
　
親
夫
　
　
　
81
　（
川
岩
瀬
）

西
太
良
地
区

尾
口
　
ア
キ
エ
　
　
80
　（
高
塚
）

黒
木
　
タ
ツ
　
　
　
94
　（
笠
松
）

菱
刈
地
区

久
保
園
　
ノ
ブ
　
　
90
　（
下
名
）

栗
須
　
義
信
　
　
　
86
　（
花
北
上
）

小
城
　
敏
男
　
　
　
84
　（
重
留
南
）

下
田
　
親
和
　
　
　
72
　（
花
北
上
）

下
田
　
藤
雄
　
　
　
81
　（
瓜
之
峰
）

武
　
ハ
ツ
子
　
　
　
87
　（
前
目
麓
）

竹
内
　
幹
男
　
　
　
94
　（
上
内
之
宮
）

長
野
　
ス
ミ
子
　
　
93
　（
前
目
麓
）

 

　
は
つ
よ
　
　
　
62
　（
中
野
）

平
山
　
ア
サ
オ
　
　
95
　（
桜
馬
場
）

福
田
　
フ
チ
ヱ
　
　
97
　（
下
手
風
呂
元
）

前
原
　
吉
熊
　
　
　
78
　（
本
城
麓
）

桝
田
　
ヒ
サ
　
　
　
91
　（
荒
田
下
）

森
山
　
ヨ
シ
　
　
　
89
　（
下
名
）

広告 広告

　　

　６月１日から、すべての住宅に住宅用
火災警報器の設置が義務付けられました。
　まだ設置していないご家庭は早めに設置しましょう。

※悪質な訪問販売（不適正な価格販売等）にご注意ください。

問い合わせ先　伊佐湧水消防組合消防本部予防課　☎�０１１９

つけましたか？ 住宅用火災警報器
あなたと家族の命を守る！
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広
報
い
さ

　
Ｎ

ｏ
.61　

2011.06.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

総
務

課
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

編
集
後
記

人口のうごき

H23. ５. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　29,714人　  （－   33）
　男　　13,713人　  （－   24）
　女　　16,001 人　  （－     9）
世帯数　14,270 世帯  （＋   32）

◆ ◆

　
伊
佐
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

域
に
対
し
、
支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
宮
城

県
南
三
陸
町
へ
延
べ
38
人
の
職
員
を
派
遣
し

ま
し
た
。

　
私
も
そ
の
一
員
と
し
て
現
地
へ
向
か
い
自

分
の
目
で
見
た
＇
現
実
＇
に
唖
然
と
し
ま
し

た
。
被
災
地
の
人
と
交
流
す
る
中
で
、
こ
の

現
実
が
日
常
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
感
じ

ま
し
た
。
被
災
者
は
復
旧
・
復
興
へ
向
け
て

一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
。

　
派
遣
か
ら
帰
り
、
市
内
の
温
泉
へ
行
き
ま

し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
厳
し
い
環
境
の
現
地

で
被
災
者
の
ホ
ッ
と
す
る
笑
顔
を
多
く
見
た

の
は
、
自
衛
隊
（
北
熊
本
駐
屯
地
）
が
設
営

し
た
お
風
呂
「
火
の
国
の
湯
」
だ
っ
た
な
ぁ

～
と
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
家
の
お
風
呂
も
い
い
け
れ
ど
、
人
と
会
話

で
き
る
温
泉
は
身
体
も
心
も
癒
し
て
く
れ
ま

す
。
そ
ん
な
癒
し
の
場
を
皆
さ
ん
に
ご
紹
介

し
た
く
て
、
市
内
の
温
泉
（
鉱
泉
）
を
連
載

し
ま
す
。
あ
な
た
の
＂
く
つ
ろ
ぎ
の
湯
＂
を

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
　
　

♨ ♨ ♨ ♨ ♨♨ ♨ ♨ ♨♨ ♨ ♨ ♨ ♨♨ ♨ ♨ ♨ ♨ ♨♨
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♨
♨
♨
♨

♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨

♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨

♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨

♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨

♨♨♨♨♨♨♨♨♨♨♨ ♨ ♨ ♨♨

♨

hot spring

施設名　まごし温泉
料　金　大人 300 円　
　　　　子ども・70 歳以上・障がい者 150 円
時　間　9:00 ～ 21:00
休業日　火曜日
　福祉向上と健康づくりの拠点として平成
12 年にオープンした複合施設。
　施設内には、大浴場とサウナのほかに歩
行浴や運動浴のできる温浴施設（水着着用）
も有ります。
連絡先　☎�５００１　

施設名　市営公衆浴場（湯之尾温泉）
料　金　大人   150 円（70 歳以上 100 円）
　　　　子ども 50 円
時　間　8:00 ～ 19:00（11 ～４月 8:00 ～ 18:00）
休業日　１日・15 日　
　文化 13 年（1881 年）から本格的な温泉と
して利用された（旧郷土史より）。大正 3 年
から“湯之尾産業組合”に経営が移りその後

“農業会湯之尾支所・湯之尾農協”に管理が
移り、昭和 25 年から町営公衆浴場となり平
成 10 年に現在の場所に移転し“菱刈泉熱開
発”の泉源を使用しています。
連絡先　☎�０１４２

ちょっと熱めのお湯でした !
一声かけて、水入れて・・・

運動不足にいいかも。
次は水着を持って行こうかな !!

♨

湯之尾公衆浴場

comment

comment

文

湧水

湯之尾小

ひしかり交流館

川内川

★

文

湧水

市役所
（菱刈庁舎）

環境改善
センター

菱刈小

★

まごし温泉

湯 めぐり伊佐




